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あしの瀬（平成25年8月現在）

天川中学校災害復旧
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　天川村に未曾有の被害をもたらした平成23年台風12号災害から
2年が経過します。
　この間、被災地の復旧・復興に向け多くの方々に御支援をいただ
き、地域、村、国や県など関連する全ての機関が一丸となり最大限
の力を注いで参りました。
　甚大な被害を受けた冷水は国土交通省（直轄事業）による河道確保
と山腹工事、坪内谷は林野庁（直轄事業）、あしの瀬は奈良県により
それぞれ復旧工事が進捗しており、河床の堆積土砂についても前三者
と関西電力により搬出を行っています。また、村では長期的な堆積土

砂対策として坪内地内の水谷の山林を購入し土砂捨場として整備を進めています。さらに壊滅
的な被害を受けた天川中学校の校舎及び体育館等を修復し今年4月から授業を再開しました。ま
た各種観光施設や村道、林道（一部を除く）等についてもほぼ復旧を終えました。
　また、村を元気にすべく平成24年度に「とくとく商品券」の販売を開始、事業者の経営再
建のため利子補給補助事業を創設、更には減少した観光客を取り戻すため県と連携したプレミ
アム宿泊券の販売や各種イベントでの観光PR活動にも積極的に取り組んで参りました。防災
に対しても、避難所や避難路の点検、防災備蓄倉庫の整備、情報伝達手段（防災無線）の機能
強化、防災間伐事業の創設など地域に根差した施策を進めています。
　復旧・復興はまだ始まったばかりでありその道のりは長く険しいものですが、このたびの災害
を教訓に、自然と共に生きる私達はその恵みへの感謝を常に忘れず、また自然の厳しさ、恐ろし
さを次の世代へ引き継ぐとともに、災害前の状態に戻す「復旧」にとどまることなく、天川村の
将来像を見据え、今後も地域の飛躍・発展のため積極果敢に復興対策に取り組んで参ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年９月　　天川村長　森 本　靖 順

復興から  さらなる発展へ
台風12号災害から  ２年が経過、復旧復興対策の取組み

冷水（平成23年9月） （平成25年8月）
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① プレミアム商品券 商業振興対策。7,000円で10,000円分の買い物ができる商品券。
H24～H25

② プレミアム宿泊券 新規観光客の誘致。8,000円で10,000円分の宿泊券
H24奈良県事業、H25天川村事業

③ 観光ＰＲ活動 災害後、観光客が50,000人減少、復興ＰＲ活動を実施

④ ボランティア
　 河川清掃事業

平成25年4月14日、区長会を中心に村民ボランティアによる河川清掃
を実施。H24　4トン収集（30人）　H25　8.5トン収集（571人）

⑤ 河川清掃事業 臨時清掃員による災害漂流物等の回収、清掃

⑥  高齢者等
　 福祉タクシー事業

高齢者等福祉タクシー利用券の交付。
75才以上等　村内在住の世帯対象

⑦ 利子補給補助事業 事業者の経営再建のための資金返済利子の補給事業

⑧ 村づくり補助金 地域住民活動への助成。事業費の80％の助成。H25～H26

⑨ 冷水地区
　 災害跡地活用事業

冷水災害跡地の将来像、村活性化に向けた取り組みの検討。メモリアル
や産業振興、雇用対策を通じた地域活性化。H25

① 防災備蓄 防災備蓄倉庫の整備　H24 西部地区、H25 中央・洞川地区
防災備蓄品（発電機・食糧・水・毛布・その他資機材等）の配備

② 避難関係
現地調査（村内19大字の危険箇所の調査）H24
地域ごとの避難基準の検討　H25
地域ごとの避難マップの作成　H25
避難経路における街灯の無停電化の推進　H25～H26

③ 地域防災計画 災害の教訓をふまえ天川村地域防災計画を実践的な計画に見直す。H25

④ 防災意識
避難訓練の実施。H24坪内地区、H25和田地区
奈良県防災モデル地域
自主防災組織の活動・育成支援事業
広報紙（防災てんかわの連載）、災害記録誌の作成

⑤ 情報伝達手段
防災行政無線の機能拡充
（防災拠点へ戸別受信機を配備、屋外拡声子局の増設、中継局の機能
強化など）
各区との連絡手段の確保、無停電電話の配備

⑥ 坪内ライブカメラ 情報入手手段の強化（こまどりケーブル）

⑦ 防災間伐事業 住家周辺の立木の間伐事業の実施。H25～H29

⑧ こころの健康相談 臨床心理士による個別相談会を実施。H24～H25

（天川村紀伊半島大水害災害復旧復興計画に基づく対策事業）

２．地域の再生・再興

３．安全・安心対策（防災対策）
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種 別・地 区 実　施　主　体　・　事　業　概　要

① 冷水 国土交通省（紀伊山地砂防事務所）が工事を実施
H24～28河道整備、H25～H28山腹工事実施予定

② あしの瀬

奈良県（吉野土木事務所）が工事を実施　H24.12.14～H27.3.31
〇主な本復旧工事……各種法面対策工、土留工、橋りょう復旧工
〇現在までの作業……仮設迂回路設置、倒木撤去、工事用進入路設置
　　　　　　　　　　８月は主に高所掘削作業を実施している
〇今後冬までの主な作業…… 仮設水路設置、鋼製枠土留工、掘削に
　　　　　　　　　　　　　伴う土砂搬出作業を実施の予定

③ 坪内谷 林野庁（奈良森林管理事務所）が治山工事を実施。　H24～H28
H25　床固工１基完了　今後床固工２基・山腹工3.65haを実施予定 

④ 桑谷

林野庁（奈良森林管理事務所）が治山工事を実施。　H24～H26
H25　谷止工１基完了　今後谷止工２基実施予定

林道（林道桑の谷線）の災害復旧　村が実施　H24～H25
補強土壁工法等で現在復旧工事中

⑤ 切り抜き
  （村道川合切抜線）

村道の災害復旧。村が実施　H24～H25
補強土壁工法で実施　H25.9に復旧予定

⑥ 深谷 林野庁（奈良森林管理事務所）が治山工事を実施。　H24～H25
山腹工0.37ha

⑦ 村道
村道の災害復旧事業　村が実施　H23～H25
村道川合切抜線を除く５路線７箇所）
５路線７箇所すべて25年度までに完了

⑧ 林道
林道の災害復旧事業　村が実施。H23～H25
林道桑の谷線を除く（８路線１４箇所）
７路線９箇所が完了済　　残分はH25で事業実施予定及び実施中

⑨ 土捨て場用地確保
水谷の山林購入（60ha）。進入路潜水橋工事が完了。H24～H26
土砂運搬道及び残土処理場の整備工事H25～H26で実施予定
（各事業は関西電力（株）が事業発注する）

⑩ 堆積土砂除去事業
九尾ダム周辺の土砂除去については今後関西電力（株）が実施　H24～H28
坪内谷（林野庁）・あしの瀬（奈良県）・冷水（国土交通省）については、
各事業担当者により除去等を行う　　H24～H28

⑪ 観光施設復旧 坪内・南日裏公衆トイレ改修・新設。H24

⑫ 天中災害復旧事業 校舎、運動場、体育館、武道場、給食室の復旧。H24～H25

１．災害復旧対策（立ち直り対策）

災害復旧・復興対策の進捗状況
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　８月15日（木）にお盆恒例の成人式が山村開発センター大ホール
で行なわれ、対象者17人中14人（男性10人・女性４人）が出席さ
れました。
　厳粛に式典が行なわれる中、森本村長式辞に続き、弓場議長、山
田教育委員から温かい祝福の言葉が贈られました。
　このあと、成人者を代表して山本真里奈さんが、「社会人としての
自覚を持ち、責任ある行動をとって

いけるよう努力していきたい。」とお礼の言葉を述べられました。
　記念撮影の後、懇親会に移り、同級生や恩師の方々と懐かしい時
間を過ごしました。
　また、思い出の写真をプロジェクターで紹介し、20年間の軌跡を
一人ひとりが思い出しているようでした。

20歳の抱負
〇一人でも多くの人が笑顔になれるよう頑張りたい。
〇家族や友達と大笑いしながら成長していきたいです。
〇頑張って、親孝行をしたいと思います。
〇今しかできないことを精一杯やりたい。
〇英語を勉強して海外に住んでみたい！
〇一日でも早く新社会人として一人前になる。
〇責任を心の片隅において行動する。

あなたにとって天川村とは？
〇大切な思い出がたくさん詰まった場所。　〇一番安心ができ、ホッとできる場所。
〇いつでも帰りたいと思う大切なMy homeです。　〇第二の両親のような存在です。
〇自分らしくいられる場所。　〇心の故郷

　「20歳の抱負」「あなたにとって天川村とは？」は、新成人からいただいたアンケートより抜粋
させていただきました。

　めでたく、ご成人されました皆さん、本当におめでとうございます。これからの人生
を、精一杯歩んでいってください。また、いつでもこのふるさと天川村に帰ってきてく
ださいね！

ご 成 人 お め で と う ご ざ い ま す 。

村長挨拶

坂口　文弥さん　記念品贈呈

山本　真里奈さん　成人代表謝辞

乾　杯 懇　親　会
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　本村は気温が低く、子ども達が水と親しむ期間が短いため、水泳技術の向上を目的に、
８月５日から８月９日まで、天川小学校に講師の先生を招いて短期水泳教室を開催しまし
た。

　今年度は天候にも恵まれ、４日間プールにて練習する事が出来ました。参加した子ども
達は、水泳の基礎を丁寧に教えていただき、かなり上達していました。

短 期 水 泳 教 室 開 催
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　ごろごろ水を製造・販売する名水の里（株）から、村内の幼稚園、小中学校に、新発売のごろごろ
水「結」合計118ケースを寄贈いただきました。ごろごろ水「結」は、特殊な製法により、一般的な
備蓄期間の１年に対して、６年間も備蓄できるとのことです。今回寄贈された118ケースは災害用備
蓄水として備蓄する予定です。

　平成25年７月号の「防災てんかわ」第13回でお伝えしました冷水地区における関西電力の配電線
復旧工事が先日完了しました。
　冷水地区の県道沿いに建設したＮＴＴの電柱に、関西電力の配電線、こまどりケーブルのＣＡＴＶ
線、携帯電話通信線等を架設し、全てが災害前と同じように復旧しました。
　電気については、配電線の断線等で停電が発生しても、川合発電所側や大塔町側の双方から、切り
替えでの送電が可能になります。

名水の里（株）が備蓄用ごろごろ水を寄贈

生活インフラ（電気・情報）関連復旧状況について
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　平成25年度「差別をなくす村民集会」が７月26日（金）山村開発センター大ホールで開催され、
大変暑い日でありましたが１２６名の村民が参加者されました。
　森本靖順村長の開会挨拶の後、奈良県知事よりのメッセージの朗読。天川村議会より玉井賢司副議
長と吉野郡（東）人権同和教育推進協議会植林友衛会長よりご祝辞を頂きました。
　記念公演では、京都府立医科大学大学院医学研究室、臨床心理士の石田拓也先生によります「豊か
な暮らしは心の健康から」と題して、歳を経るごとに物事が億劫になったり、何かと煩わしい事や不
便な事が多くなった生活環境を、考え方や発想の転換により上手に楽しく、そして明るく朗らかに生
きる為のヒントについてご講演いただきました。
　集会を通して、もともと絆の深い天川村にあって、隅々まで光が届き、村民一人一人が輝く思いや
りにあふれた村社会の実現により、あらゆる差別の撤廃を目指す思いを参加者一人一人が認識してい
ただけた事と思います。

　９月は、「高齢者保健福祉月間」です。近年、高齢化、少子化が急速に進み、大きな社会問題とな
っています。本村においても65才以上の高齢者人口が全人口の42％を超えています。高齢者が生き
がいをもち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるためには、国民一人一人が高齢者の問題を
自分自身のものとして身近に理解し、家庭、地域社会、職場、学校等あらゆる場面で、適切に役割を
果たして行くことが必要です。このような観点から、この月間中に本村においても下記のとおり社会
福祉大会を開催します。みなさんお誘いあわせてご参加下さい。

　◆日　時　９月13日（金）午前10時から
　◆場　所　天川村山村開発センタ－　大ホ－ル

　65歳以上の方に簡単な昼食を用意しています。
　午後は漫才等の余興を予定しておりますのでお楽しみ下さい。

差別をなくす村民集会

高齢者保健福祉月間

社会福祉大会の開催について
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・ごみ収集　９月の予定表・ごみ収集　９月の予定表

閉　　館　　日（秋分の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　館　　日（敬老の日）

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 月 

 17 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 18 水 診　　察 診　　察  資源１

 19 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 20 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 21 土 

 22 日 

 23 月 

 24 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 25 水 診　　察 診　　察 

 26 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 27 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 28 土 

 29 日 

 30 月 診　　察 診　　察  燃　焼

見える所に貼り、ご活用下さい。

（予約）
粗　大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

脳のトレーニング教室説明会
運動機能向上教室10：30〜
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　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　　 国保診療所・ほほえみポート天川

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 日 

 2 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 3 火 診　　察 検 査 日  資源１

 4 水 診　　察 診　　察 

 5 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 6 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 7 土 

 8 日 

 9 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 10 火 診　　察 検 査 日  資源１

 11 水 診　　察 診　　察 

 12 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 13 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 14 土 

 15 日 

（予約）
粗　大

（予約）
粗　大

うさちゃんくらぶ10：30〜
心の健康相談会

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。
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検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

　『毎日、プラス１皿の野菜を！』
　私たちの健康は毎日の生活習慣と大きくかかわっています。１に運動、２に食
事、しっかり禁煙、最後にお薬の力をかりて、健康づくりに皆でとりくんでいき
ましょう。特に９月は、朝夕の気温の変化が大きく、夏の疲れも顔を出しはじめ
る等、体調の変化が起こりやすい季節ですので、より一層の注意をお願いしま
す。

　ほほえみポート天川では、村民のみなさんの健康相談を随時実施しています。健康づくりに関する資料など
も用意できますので、みなさんお気軽にご利用ください。

９月は「健康増進普及月間」並びに「食生活改善普及運動月間」です！　〜健康寿命をのばそう〜

　人生80年という高齢化社会を迎え、生涯を明るく健康で過ごすことは県民すべての願いであり、乳幼児
から老人にいたるまで一人一人の健康づくりを応援することを目的としてイベントが開催されますので、ふ
るってご参加下さい。

　　開 催 日：11月４日（月・祝）13：00～16：00（予定）
　　開催場所：イオンモール大和郡山
　　内　　容：①歯科保健事業に貢献した団体および個人の表彰
　　　　　　　②歯科保健に関するアトラクション
　　　　　　　③フッ化物塗布（対象児：満３～12歳児、先着200名）※要申込
　　　　　　　④そのほか

　１名につき１枚の「往復はがき」で、住所・電話番号・お子様の氏名、年齢をご記入の上、お申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪９月10日〜９月27日（金）必着≫

　　〒630−8002　奈良市二条町2−9−2　奈良県歯科医師会
　　　　　　　　　 なら歯と口腔の健康づくりフェスティバル「フッ化物塗布」係　宛

　　主　　　　催：一般社団法人奈良県歯科医師会
　　お問い合わせ：奈良県歯科医師会事務局
　　　　　　　　　担当　事業係　三田（みった）・杉本
　　　　　　　　　☎　0742−33−0861
　　　　　　　　　ＦＡＸ　0742−34−1279

フッ化物塗布のお申込み

平成25年度なら歯と口腔の
健康づくりフェスティバル開催のお知らせ
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

開催日：９月12日（木）　　　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談　（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

　毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も９月より開催します！専門指導員による体操や
ストレッチを行なうことにより、運動不足の解消や、日常生活を行なう上での身体能力を高めます。みなさ
まのご参加をお待ちしています！

　認知症予防の一環として、毎年好評をいただいております「脳のトレーニング教室」を開催しますので、
みなさまふるってご参加ください。
●「脳のトレーニング教室」は、こんな教室です●
　♪週１回の教室で、仲間との会話と学習を楽しみます。
　♪教室のない日も毎日約10分程度でできる自宅教材があります。
　♪脳の活性化に効果のある「簡単な計算」「読み書き」教材を使用するため、気軽に取り組んでいただけます。

　今月のうさちゃんくらぶは、元気にわんぱく遊びを予定しています。現役パパをされている臨床心理士さ
んも遊びに来てくれますので、パパ目線の子育てトークもお楽しみに♪お子さま同士の遊び場に、また保護
者の方の交流の場に、皆さんふるってご参加下さい。皆さまのお越しをお待ちしています！

※参加対象・・・生後４ヶ月～幼稚園入園前までの親子
※持 ち 物・・・タオル・お茶等
　　　　　　　（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認ください）
※送迎を希望される方は、前日までにご連絡ください。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

運動機能向上教室のお知らせ

脳のトレーニング教室のお知らせ

うさちゃんくらぶのご案内

○参加対象：天川村に住民票がある65歳以上の人。
○開催日時：９月20日（金）～翌年３月までの毎週金曜日　10時30分～12時
○会　　場：ほほえみポート天川　２階
○お申込み：ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込み下さい。

心の健康相談会のご案内

○参加対象：天川村に住民票がある65歳以上の人。お１人で会場まで通える方。
○開催日時：９月下旬～翌年３月までの毎週水曜日、または金曜日
　　　　　　９時30分～12時　※お１人の学習時間は30分程度です。
○会　　場：ほほえみポート天川　２階
○参加費用：毎月　５００円
○お申込み：ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込ください。
※９月20日に、参加者説明会の開催を予定していますので、参加を希望される方は説明会にぜひ
　ご出席下さい。（申込み後、詳しいご案内をさせていただきます。）

日　程 時　間 会　場 内　容 申込み

９月12日（木） 10：30〜12：00 ほほえみポート天川 ・わんぱくあそび
・子育てトーク　等 不要
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　児童手当は、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的としています。出生、転
入、転出や、婚姻解消・婚姻（児童扶養手当）等時には、児童手当の各種届等にご協力下さい。

問合せ先：健康福祉課（☎６３−９１１０）

　児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当
　　　　　　　　　天川村乳幼児養育手当の概要

手当の種類 対象及び手当額等

児 童 手 当

対象…中学校修了まで（15歳に到達した後、最初の３月31日まで）の児
童を養育している父母など。公務員の方は職場で手続きをして下さい。

【手当の月額】
３歳未満：一律15,000円
３歳以上小学校修了前：10,000円（第３子以降は15,000円）
中学生：一律10,000円
所得制限世帯：一律5,000円

児 童 扶 養 手 当

対象…父母の離婚や死亡などにより、父または母の一方からしか養育を受
けられない児童を養育している方。支給期間は、児童が18歳に達した最
初の3月までです。児童や養育者が公的年金を受給している方は受給でき
ません。（所得制限があります）

【手当の月額】
児童１人の場合：41,140円
児童２人の場合：46,140円
児童３人の場合：49,140円
児童４人目以降：１人につき月額3,000円を加算
※所得に応じて減額される場合があります。

特別児童扶養手当

対象…心身に一定以上の障害のある20歳未満の児童を養育している方。
児童が施設に入所しているときや障害よる年金を受給できるときは受けら
れません。（所得制限があります）

【手当の月額】
１級：50,050円
２級：33,330円

天 川 村 乳 幼 児
養 育 手 当

対象…（３歳に到達した後、最初の３月31日まで）の乳幼児を養育して
いる父母など。

【手当の月額】
１人に対し10,000円
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■　日　時　　平成25年10月22日（火）
　　　　　　　午前10時30分から午後３時30分
■　場　所　　天川村保健福祉総合センター（ほほえみポート天川）
■　�　奈良県高田こども家庭相談センターでは、児童に関する種々の相談及び指導を目的とした１

日児童相談所を開設します。相談はすべて無料です。また、個人の秘密は固く守られますの
で、相談を希望される方は気軽にお越し下さい。

■　相談内容等
　　　１．�親の死亡、離婚、入院、その他の家庭事情で、子どもの面倒がみられないといった相談。
　　　２．発達の遅れや、身体の不自由など心身の障害に関する相談。
　　　３．盗み、怠学、家出、夜遊び、シンナー遊び、性非行等の相談。
　　　４．内気、反抗、無気力、落ち着きがないなど性格に関する相談。
　　　５．不登校（園）の相談。
　　　６．その他育児、しつけ、学業不振の相談。
■　問い合わせ先　ほほえみポート天川内　健康福祉課（☎63−9110）

１日児童相談所の開設について

◎公的年金制度の必要性
　日本人の平均寿命は、男性79.94歳、女性86.41歳（平成24年）となっています。
　もしも、公的年金がなかったら、この長い老後の生活はどうなってしまうのでしょうか。
　老後に備えて貯蓄をしておくなど、個人の自助努力で対応していくしかありません。個人の自助努
力で老後に備えるのは大切なことですが、物価や資産価値の変動を予測することや何歳まで生きられ
るかは不確実であるため、老後生活の設計を行うことには限界があります。
　かつて、わが国では大家族で暮らし、その中で高齢者を扶養するのが一般的でした。しかし現在
は、核家族化が進み兄弟姉妹も少なくなった結果、老後の生活を自分の子供に頼ることが難しくなっ
ています。
　公的年金制度は、このような状況の中で、長い老後の生活を安心できるものとするために、必要と
されている制度です。

◎子供たちの生活も保障する
　年金という言葉を耳にしても、先のことと考えてしまうのではないでしょうか。年金とは、高齢者
になったときに初めてかかわりがあるように考えられがちですが、若いときから意外とかかわりが深
いものなのです。
　例えば、一家の担い手が亡くなられたときには、遺族年金を受給できます。
　また、公的年金制度に加入するのは、就職または20歳になってからですが、公的年金制度に加入
する前に発生した病気やケガなどで障害の状態になったときには、公的年金制度加入者と同様に、
20歳以後は障害年金を受給できます。
　このように、世代間扶養の仕組みに基づいた公的年金制度は、大人だけでなく、制度に加入する前
の子供たちの生活も保障しています。

日本年金機構・天　川　村

公的年金の必要性
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　７月29日（月）洞川キャンプ場で、天川村子ども会連絡協議
会主催の“魚のつかみ取り”を実施しました。33名の子どもた
ちが参加し、保護者の方、スタッフに手伝ってもらいながら野
外活動を楽しみました。

火打石や木の棒を使っての
火起こしも体験！なかなか
うまく火がつかず、汗だく
になりながら苦戦しましたが、火が付いた時はみんな「つい
た！やった！」と大喜び。みんなが起こした火で、捕った魚を
塩焼きしました。

　その間に保護者の方達が
全員分（計50人）のカレーを調理。お昼は、その塩焼きした魚
と、お母さんカレー。みんなペロリと食べていました。とても
おいしかったです。　
　お昼からは、外国語指導助手（ＡＬＴ）のアレックス先生に
フリスビーを教えていただきました。みんな一通り投げ方を覚
えたら２班に分かれて、いざ試合！最初はおぼつかない感じで
したが、すぐに慣れ、試合もヒートアップ！みんなとても楽し
そうでした。

火打石で火起こし体験

魚のつかみ取り

カレーと塩焼き

みんなよく  頑張りました！
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合
に
は
、
こ
れ
ら
の
書

類
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

特
に
金
銭
の
賃
借
や
養
育
費
の
支
払
い
等
で

は
公
正
証
書
に
す
れ
ば
、
裁
判
を
せ
ず
に
直

ち
に
強
制
執
行
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て
任
命

さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
も
の
で
、
公
文

書
と
し
て
強
い
証
拠
力
、
執
行
力
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
更
に
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存

し
ま
す
の
で
紛
失
、
偽
造
の
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

公
正
証
書
作
成
に
関
し
て
の
ご
相
談
は
無

料
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
い
つ
で
も
お

気
軽
に
次
の
公
証
役
場
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

相
談
日　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

時　
間　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

　　
〒
６
３
０―

８
２
５
３

　
奈
良
市
内
侍
原
町
６　

奈
良
県
林
業
会
館
３
階

　

☎
０
７
４
２―

22―

２
９
６
６

　　
〒
６
３
５―

０
０
９
５

　

大
和
高
田
市
大
中
98　

お
が
わ
ビ
ル
２
階

　

☎
０
７
４
５―

22―

７
１
６
６

　

な
お
、
日
本
公
証
人
連
合
会
で
は
、
公
証

週
間
中
の
10
月
１
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の

土
・
日
曜
日
を
含
む
毎
日
、
次
の
電
話
番

号
・
受
付
時
間
に
よ
る
「
電
話
相
談
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
３―

３
５
０
２―

８
２
３
９

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　

午
後
１
時
か
ら
同
４
時
30
分

　

調
停
は
、
話
合
い
に
よ
り
お
互
い
が
合
意

す
る
こ
と
で
、
も
め
ご
と
の
解
決
を
図
る
手

続
き
で
す
。
一
般
の
人
か
ら
選
ば
れ
た
調
停

委
員
が
裁
判
官
と
と
も
に
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
に
当
た
り
ま
す
。

相
談
内
容

　

�

お
金
や
土
地
・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
交
通

事
故
（
民
事
調
停
）
、
夫
婦
間
や
遺
産
分

割
な
ど
の
家
庭
の
も
め
事
（
家
事
調
停
）

　

�

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　
�

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
無
償
貸
出
し
に
つ
い
て

　

�

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
説
明
会

　

�

公
証
週
間
に
つ
い
て

　

�

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
�

「
第
31
回　

天
の
川
も
み
じ
ま
つ

り
」
開
催
日
決
定

奈
良
合
同
公
証
役
場

高
田
公
証
役
場
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お し ら せ

な
ど
に
つ
い
て
、
調
停
委
員
が
調
停
手
続

き
の
利
用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
簡
易
裁
判
所

　

☎
０
７
４
２―

26―

１
２
７
１

日
時
・
場
所

　

10
月
１
日　

五
条
市
中
央
公
民
館

　

10
月
２
日　
奈
良
フ
ァ
ミ
リ
～
ラ
ク
ダ
広
場

　

10
月
２
日　

橿
原
市
中
央
公
民
館

　

10
月
２
日　

香
芝
市
中
央
公
民
館

　

10
月
２
日　

宇
陀
市
役
所

　

10
月
２
日　

大
宇
陀
地
域
事
務
所

　

10
月
５
日　

吉
野
町
中
央
公
民
館

　

10
月
５
日　

大
和
郡
山
市
市
民
交
流
館

　

10
月
５
日　

大
淀
町
中
央
公
民
館

◎
実
施
場
所
及
び
日
時

ア
、
行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談

①
場
所
：
イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原　

３
階

　

ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
前

　

橿
原
市
曲
川
町
７
丁
目
20
番
１
号

　

☎
０
７
４
４―

21―

２
１
１
１

日�

時
：
平
成
25
年
10
月
５
日
（
土
）
、
６
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時※

予
約
不
要

②
場
所
：
奈
良
県
行
政
書
士
会　

会
議
室

　

奈
良
市
高
天
町
10
番
地
の
1

　

（
株
）
Ｔ
．
Ｔ
．
ビ
ル
３
階

　

☎
０
７
４
２―

95―

５
４
０
０

日�

時
：
平
成
25
年
10
月
10
日
（
木
）
、
24
日

（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
事
前
に
要
電
話
予
約

イ
、
電
話
無
料
相
談

場
所
：
奈
良
県
行
政
書
士
会
事
務
局

日�

時
：
平
成
25
年
10
月
１
日
（
火
）
～
31
日

（
木
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

（
平
日
の
み
）

ウ
、
常
設
無
料
相
談
会

場
所
：
奈
良
県
行
政
書
士
会　

会
議
室

日�

時
：
毎
月
第
２
木
曜
日　

午
後
１
時
～
午

後
４
時　

※
事
前
に
要
電
話
予
約

　

�

（
第
２
木
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
、
開

催
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

◎
団
体
の
名
称
、
所
在
地
及
び
連
絡
先

　

奈
良
県
行
政
書
士
会

　

奈
良
県
奈
良
市
高
天
町
10
番
地
の
１

　

（
株
）
Ｔ
．
Ｔ
．
ビ
ル
３
階

連
絡
先
：
☎
０
７
４
２―

95―

５
４
０
０

　

健
康
相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・

検
査
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

　

�

９
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分

目
の
健
康
相
談

　

９
月
10
日
（
火
）
午
後
２
時
～
３
時

予
約
不
要

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

　

９
月
26
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時

お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４―

８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５―

５―

８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

骨
と
関
節
に
関
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

日
時
：
10
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時

会�

場
：
奈
良
県
医
師
会
館
（
橿
原
市
内
膳
町

５―

５―

８
）

内�

容
：
講
演
会
「
い
つ
ま
で
も
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
体
を
つ
く
る
ロ
コ
ト
レ
、
奈
良

県
在
住
の
高
齢
者
の
運
動
機
能
の
実
態
」

講
師　
阪
奈
中
央
病
院　

整
形
外
科　

部
長

　

原
納　

明
博　

先
生

お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４―

８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５―

５―

８

　

奈
良
県
医
師
会
整
形
外
科
部
会

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

微
熱
が
２
週
間
以
上
続
く
、
せ
き
が
２
週

間
以
上
続
く
、
急
に
体
重
が
減
っ
た
、
か
ら

だ
が
だ
る
い
等
の
症
状
が
続
い
た
ら
、
結
核

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
核
を
疑
わ
せ
る
症
状

が
あ
る
時
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症
係

　

☎
０
７
４
７―

52―

０
５
５
１

　

わ
が
国
に
お
け
る
認
知
症
患
者
は
現
在
約

２
５
０
万
人
に
迫
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
に
な
る
と
徐
々
に
進
行
し
一
生
治

ら
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
比
較
的
簡
単
な
手
術
で
治
療
可
能
な

認
知
症
も
あ
り
、
そ
の
代
表
が
特
発
性
正
常

圧
水
頭
症
で
す
。
65
歳
以
上
の
日
本
人
の

１
・
１
％
、
即
ち
31
万
人
位
の
患
者
さ
ん
が

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
水
頭
症
と
は
、
脳
の
中
に
あ
る
脳

室
（
の
う
し
つ
）と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
や
脳

（
の
う
）脊
髄（
せ
き
ず
い
）の
表
面
を
循
環

す
る
髄
液
が
、
何
ら
か
の
原
因
で
そ
の
流
れ

や
吸
収
が
妨
げ
ら
れ
、
脳
室
を
拡
大
し
、
周

囲
の
脳
を
圧
迫
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
起
こ
る
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症

の
場
合
は
、
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
た
め
か

脳
圧
が
上
が
る
こ
と
も
な
く
、
原
因
が
は
っ

き
り
し
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
通
常
は
次

の
３
つ
の
症
状
が
順
に
現
れ
ま
す
。

（�

１
）
認
知
症
…
物
忘
れ
が
多
く
、
自
発
性

や
意
欲
の
低
下
が
目
立
ち
、
日
常
動
作
が

緩
慢
（
か
ん
ま
ん
）
と
な
り
ま
す
。

（�

２
）
歩
行
障
害
…
小
刻
み
歩
行
で
不
安
定

に
な
り
、
病
状
が
進
行
す
れ
ば
一
人
で
歩

け
な
く
な
り
ま
す
。

（�

３
）
尿
（
に
ょ
う
）
失
禁
（
し
っ
き
ん
）

…
尿
意
を
催
し
て
か
ら
排
尿
す
る
ま
で
の

時
間
が
短
い
（
尿
意
切
迫
）
た
め
、
失
禁

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
の
診
断
は
、
特
徴
的
な
右
記
３

つ
の
症
状
の
確
認
と
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の

画
像
検
査
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
は
、
髄
液
の
流
れ

を
良
く
す
る
髄
液
シ
ャ
ン
ト
術
に
よ
っ
て
症

　

�

結
核
予
防
週
間
に
つ
い
て

　

�

「
骨
と
関
節
の
日
」
講
演
会
の
案
内

予
約
必
要

予
約
必
要

特
発
性
正
常
圧

水
頭
症
に
つ
い
て

　

�
奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
う
健
康
相
談

　

�

「
行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相

談
、
電
話
無
料
相
談
、
常
設
無
料

相
談
会
」
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状
が
改
善
し
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
進

行
で
気
づ
か
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。
発

病
か
ら
長
期
間
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
治
療

効
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
右
記
の
３
つ
の
症
状
の
い
ず
れ
か

一
つ
で
も
あ
れ
ば
、
専
門
医
の
診
察
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

　

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が
実
施
さ
れ
、

販
売
さ
れ
て
い
る
米
、
米
加
工
食
品
（
お
弁

当
や
せ
ん
べ
い
等
）
や
レ
ス
ト
ラ
ン
・
旅
館

等
で
提
供
さ
れ
て
い
る
米
飯
類
の
「
産
地
」

が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
産
地
情
報

は
、
産
地
が
国
内
の
場
合
は
、
「
国
産
」

「
国
内
産
」
の
ほ
か
に
「
○
○
県
産
」
と
い

っ
た
都
道
府
県
名
や
市
町
村
名
等
、
外
国
産

の
場
合
は
「
○
○
国
産
」
と
い
っ
た
国
名
で

記
載
・
伝
達
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
で
は
、
米
や
米
加
工
品

の
取
引
等
の
記
録
を
作
成
・
保
存
す
る
こ
と

を
事
業
者
に
義
務
づ
け
て
お
り
、
食
品
事
故

等
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
等
に
、
流
通
ル

ー
ト
や
原
因
を
速
や
か
に
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

近
畿
農
政
局　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー

　

米
穀
流
通
監
視
相
談
窓
口

　

☎
０
７
４
２―

36―

３
８
４
８

　

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品
を
購
入

す
る
と
き
、
そ
の
選
択
に
役
立
つ
重
要
な
情

報
で
す
。
奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
食

品
表
示
１
１
０
番
」
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
を

設
置
し
、
食
品
偽
装
表
示
や
不
審
な
食
品
表

示
に
関
す
る
情
報
、
食
品
の
表
示
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
等
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

近
畿
農
政
局　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー

　

表
示
・
規
格
担
当
「
食
品
表
示
１
１
０
番
」

　

☎
０
７
４
２―

32―

１
８
７
７

　

奈
良
県
で
は
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
県
内

の
４
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
下
水
道
施
設

の
見
学
会
及
び
楽
し
い
無
料
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

�

（
無
料
イ
ベ
ン
ト
は
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ

ー
、
吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
日
曜
の
み
）

標
題
：
親
子
で
施
設
見
学
〜
下
水
道
っ
て

　
　
　
な
あ
に�

〜
「
下
水
道
フ
ェ
ア
ー
」

日
時
：
９
月
７
日（
土
）～
９
月
８
日
（
日
）

　

10
時
～
16
時
（
受
付
は
15
時
ま
で
）

【
浄　

化
】

　

わ
た
あ
め
づ
く
り
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
等

【
第　

二
】

　

�

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
つ
り

等
【
宇
陀
川
】

　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
金
魚
す
く
い
等

【
吉
野
川
】

　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
挑
戦
！
等

場
所
：
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
大
和
郡
山
市
）

　

☎
０
７
４
３―

56―

２
８
３
０

　

第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
広
陵
町
）

　

☎
０
７
４
５―

56―

３
４
０
０

　

宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
陀
市
）

　

☎
０
７
４
５―

82―

５
７
２
５

　

吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
五
條
市
）

　

☎
０
７
４
７―

22―

８
６
３
１

　

施
設
見
学
会
に
つ
い
て
は
、
当
日
に
現
地

で
申
込
み
の
受
付
を
し
ま
す
。

（�

団
体
の
場
合
は
前
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
）

　

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
児
童
虐
待
な

ど
の
子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

が
左
記
の
と
お
り
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日�

時　
平
成
25
年
９
月
30
日
（
月
）
か
ら
10

月
４
日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　

�

「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」

　

�

☎
０
１
２
０―

０
０
７―

１
１
０
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
、
Ｉ
Ｐ
電
話

使
用
不
可

対�
象　
奈
良
県
内
の
児
童
・
生
徒
及
び
そ
の

保
護
者

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

（
☎
０
７
４
７―

23―
５
４
５
７
）
ま
で

　

�

子
ど
も
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

に
つ
い
て

① ② ③ ④

　

�

米
の
産
地
が
明
確
に
な
り
ま
す

　

�

食
品
表
示
１
１
０
番
の
ご
案
内

　
�

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●�

一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●�

郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●�

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

幼 りよだ園稚幼 りよだ園稚

発
行

／
天

川
村

役
場

　
〒

638 -0392  奈
良

県
吉

野
郡

天
川

村
大

字
沢

谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321  FAX：
0747-63-0329　

企
画

・
編

集
／

総
務

課
 広

報
係（

内
線

123）
U

R
L：

http://w
w

w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：

tenkaw
a@

vill.tenkaw
a.lg.jp

広
報

村のうごき

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。 100
古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

平
成
25年

９
月
１
日
発
行
　
通
巻
439号

2013年
７

月
31日

現
在

（
　

）
内

は
前

月
と

の
比

較

人
口

1,636人
（

−
２

）

女862人
（

＋
１

）

男774人
（

−
３

）

世
帯

数
725戸
（

−
２

）

燃焼… 45.09トン
前月比… 137.55…％
前年同月… 98.00％

不燃… 3.89トン
前月比… 155.60％
前年同月… 121.56％

資源… 8.82トン
前月比… 124.93％
前年同月比…104.55％

粗大… 1.76トン
前月比… 76.52％
前年同月比…108.64％

７月のごみ
収集状況

　毎年恒例の年長児お泊り保育。本年度は、７月18、19日に実施しました。自分達で育てたじゃが
芋・人参・レタスなどを使ってカレーライスとサラダの準備をした後、おやつを買って洞川散策に出
かけました。エコミュージアムでお弁当を食べたり館内を観たり、魚のつかみ取り、モノレールに乗
り五代松鍾乳洞見学、夜は、天幼祭や花火大会等、楽しいことが盛りだくさんのお泊り保育でした。
地域の方々にお世話になりながら、天川ならではの貴重な体験をすることができました。また、みん
なで泊まったことが自信につながり、翌朝にはひとまわり大きくなったように感じました。今後の幼
稚園生活でも年長児としていろいろなことにチャレンジしてほしいと思います。

年長児お泊り保育

猫の手にして
切るよ

楽しかったね。おやすみ〜

こ〜んな人参とれたよ！

わー！
逃げる〜

やったー
捕まえた〜


